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（6月分）
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▼搾乳素牛価格（北海道） （単位：円・頭）

▼
組
合
員
の
皆
様
、
六
月
二
十
九
日
開
催

の
第
十
八
回
通
常
総
会
の
実
出
席
、
委

任
、
議
決
権
行
使
に
よ
る
参
加
を
戴
き

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
出
席
者
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
経
営

移
譲
を
受
け
た
組
合
員
、
こ
の
ほ
か
若
い

組
合
員
の
参
加
も
あ
り
嬉
し
く
感
じ
た
。

▼
総
会
前
に
は
酪
農
現
役
従
事
功
労
者
、

模
範
組
合
員
、
永
年
勤
続
職
員
を
表
彰

し
た
。

▼
各
位
に
対
し
て
、
改
め
て
敬
意
を
表
し

た
い
。
今
後
、
お
身
体
ご
慈
愛
さ
れ
て

益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
す
る
。

▼
剰
余
金
処
分
案
の
決
定
に
基
づ
く
出
資

配
当
金（
二
％
）
は
、
七
月
二
十
日
付
け

で
行
っ
た
。
詳
細
は
別
途
文
書
に
て
通

知
し
て
お
り
確
認
願
う
。

▼
六
月
十
二
日
か
ら
四
日
間
に
亘
り
開
催

の
地
区
懇
談
会
、
通
常
総
会
で
は
、
広

酪
の
業
務
執
行
に
対
し
て
様
々
な
指
摘
、

意
見
を
頂
戴
し
た
。

▼
本
誌
発
刊
に
対
す
る
意
見
で
は
「
理
事
会

で
の
理
事
者
意
見
の
掲
載
を
さ
れ
た
い
」

等
、 

更
に
開
か
れ
た
広
酪
へ
の
大
き
な
期

待
を
感
じ
た
。

▼子牛価格（三次市場） （単位：円・頭・kg・％）

家畜市場
価格の推移

【6月】

市　　 場 開催日 出場頭数 成立頭数 成立率 最高価格 最低価格 平均価格

十 勝 ７日 692 527 76.2% 762,300 315,000 506,092 

南 北 海 道 8 日 79 55 69.6% 563,850 337,050 437,354

釧 路 13 日 253 129 51.0% 609,000 395,850 489,267 

根 室 14 日 450 255 56.7% 766,500 319,200 481,505 

北 見 15 日 306 142 46.4% 544,950 312,900 443,684 

豊 富 21 日 356 149 41.9% 538,650 353,850 470,936 

合 　 計 2,136 1,257 58.8% 766,500 312,900 471,473

種　類 入場頭数 成立頭数 取引率 最高価格 最低価格 平均価格 体重

スモール 
雌 5 5 100.0％ 145,950 17,850 51,870 58

雄 161 155 96.3％ 155,400 1,050 52,128 59

計 166 160 96.4％ 155,400 1,050 52,120 59

F1 
雌 176 164 93.2％ 151,200 22,050 104,075 56

雄 168 157 93.5％ 193,200 33,600 140,881 58

計 344 321 93.3％ 193,200 22,050 122,050 57

ホルス（5 才）雌 52 51 98.1％ 264,600 54,600 158,833 738
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▼
通
常
総
会
終
了
後
の
理
事
会
で
は
、
課

題
の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
円
滑
化
推
進

委
員
会
の
立
ち
上
げ
に
関
す
る
案
件
を

生
産
委
員
会
に
諮
問
す
る
と
決
定
し
た
。

▼
来
る
七
月
三
十
一
日
の
理
事
会
で
は
生

産
委
員
会
の
答
申
を
も
と
に
更
に
審
議

を
深
め
る
手
筈
に
あ
る
。

▼
広
酪
設
立
の
根
拠
法
は
「
農
業
協
同
組
合

法（
略
称

：

農
協
法
）」。

▼
農
協
法
第
八
条
に
は
「
組
合
は
、
そ
の

行
う
事
業
に
よ
っ
て
そ
の
組
合
員
及
び

会
員
の
た
め
に
最
大
の
奉
仕
を
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
営
利
を
目
的
と
し
て

そ
の
事
業
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ

る
。

▼
事
業
に
よ
る
「
最
大
の
奉
仕
」の
成
果
は
、

事
業
の
受
益
者
で
あ
る
組
合
員
に
よ
り

評
価
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

▼
組
合
の
各
々
の
各
事
業
に
多
く
の
利
用

が
あ
る
こ
と
を
願
う
。

▼
そ
の
為
に
は
「
何
が
必
要
か
？
ど
ん
な
魅

力
が
必
要
か
？
」。

▼
今
回
、
地
区
懇
談
会
、
通
常
総
会
で
あ
っ

た
組
合
員
か
ら
の
指
摘
、
意
見
に
大
き

な
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

▼
広
酪
の
「
経
営
理
念
」
達
成
に
通
じ
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

■市町別生乳受託量の進捗状況（6月）� （単位：トン）

■生乳受託実績（6月） ■市町別の生乳出荷組合員
　による購買品利用高の状況（5月）

■生乳需給の前年比推移（5月）� (単位:%)

地域区分 備北 南部 西部 東部 合計

生乳出荷組合員戸数（戸） 47 13 55 49 164

生乳出荷量（㌧） 1,660.0 418.8 1,206.2 1,322.0 4,607.0

前年同月対比（％） 98.6% 91.4% 97.9% 97.1% 97.3%

前月対比（％） 95.2% 94.6% 93.9% 94.9% 94.7%

生乳出荷累計（㌧） 5,048.9 1,298.1 3,736.7 4,066.7 14,150.3

広酪構成比（％） 35.7% 9.2% 26.4% 28.7% 100.0%

No 市町名
購買品利用

高（千円）
生乳出荷量

（㌧）
購買品利用

占有率
生乳 1 ㎏当たりの
購買品利用高（円）

1 庄 原 市 47,279 1,030.0 27.1% 45.9 

2 三 次 市  41,204 955.5 23.6% 43.1 

3 北 広 島 町 20,689 542.4 11.9% 38.1 

4 安芸高田市 17,884 450.4 10.2% 39.7 

5 府 中 市 16,074 291.1 9.2% 55.2 

6 福 山 市 6,112 151.6 3.5% 40.3 

7 世 羅 町 5,967 529.7 3.4% 11.3 

8 東 広 島 市 5,617 394.0 3.2% 14.3 

9 三 原 市 4,108 76.8 2.4% 53.5 

10 廿 日 市 市 4,007 75.3 2.3% 53.2 

11 神石高原町 3,200 101.5 1.8% 31.5 

12 広 島 市 2,208 216.9 1.3% 10.2 

13 呉 市 228 48.4 0.1% 4.7 

合計 　 174,578 4,863.7 100.0% 31.6 

市町名 生乳生産量 生産占有率 前年比（同月） 24 年度累計 前年比（累計）
庄 原 市 980.0 21.3% 99.1% 2,985.1 100.3%
三 次 市 879.0 19.1% 94.5% 2,661.0 93.5%
北 広 島 町 514.4 11.2% 97.7% 1,586.3 97.1%
世 羅 町 500.4 10.9% 106.5% 1,538.7 106.2%
安 芸 高 田 市 423.9 9.2% 98.2% 1,298.5 96.9%
東 広 島 市 369.0 8.0% 92.1% 1,150.5 93.5%
府 中 市 281.6 6.1% 101.2% 854.5 99.2%
広 島 市 201.9 4.4% 101.1% 636.0 105.5%
福 山 市 133.5 2.9% 96.6% 433.9 103.0%
三 原 市 111.5 2.4% 94.9% 341.8 96.9%
神 石 高 原 町 96.0 2.1% 78.5% 300.6 75.1%
廿 日 市 市 66.1 1.4% 88.9% 215.9 94.4%
呉 市 49.8 1.1% 86.5% 147.6 85.6%
合 計 4,607.0 100.0% 97.3% 14,150.3 97.5%


